
歯は表面にエナメル質、その内側に象牙質、更に

その内側に歯髄（歯の神経）があります。歯髄には

神経だけでなく、血管も入っています。 

 

・歯髄には血管が入っているため、歯に栄養を供給して丈夫にしています。 

・歯髄があることで、むし歯等になると、痛みを感じるため、歯の異常に早く気付く 

ことができます。 

 

・歯に栄養が供給されなくなるため、変色したり、脆くなり破折しやすくなります。 

・歯髄がないとむし歯等による痛みを感じなくなるため、歯の異常に気付かず、治療

が遅れてしまうことがあります。 

 ・細菌感染しやすくなり、歯の根の部分に炎症を起こすことがしばしばあります。 

 

・重度のむし歯や知覚過敏、歯の破折などにより、どうしても歯髄を 

とらなくてはならなくてはならない場合があります。 

  

 

令和 6年 3月 6日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

歯の構造 

歯髄を残すことで、歯に栄養を与え、丈夫な歯を保つことが 

できます。 

そのためには、定期的にかかりつけ歯科医で検診を受け、 

早期発見や予防を行うことが大切です。 

 

歯髄の役割 

 

 

 

歯髄をとるとどうなるの？ 

どんな時に歯髄をとるの？ 

エナメル質 

象牙質 

歯髄(歯の神経) 


